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【目的】高次脳機能障害者・児が障害福祉サービス等を利用する上での問題点および支援ニーズ

を明らかにすることを目的とした。 

【方法】全国の高次脳機能障害支援拠点機関（平成 30 年 4 月 1 日現在 103 か所）に調査票を配付

し、障害福祉サービス利用上の問題点および支援ニーズを調査した。 

【結果】支援拠点機関 50か所から調査票を回収した。高次脳機能障害者・児のサービス利用困難

のべ 189 事例の内訳と主な理由を示す（表１）。 

表 1 サービス別利用困難事例数と主な理由 

 

内訳は、就労継続支援Ｂ型に関するものが 39 件と最多であり、次いで自立訓練 28 件、就労移

行支援 21 件と、訓練等給付に関する課題が主であった。 

また、今後要望するサービスとして、移動支援や自動車運転の訓練・評価など 76 件挙がった。

多かった要望は、「移動支援の拡充」「現行サービスの拡充」「自動車運転の訓練・評価」「リハビ

リの継続」「社会参加の場所」「障害に特化したサービス」「児童へのサービス」「休職中の支援」

「事業所への啓発」であった。 

【考察】本調査の結果、高次脳機能障害者・児の障害福祉サービス等利用困難理由および今後要

望するサービスが明らかとなった。サービス利用困難理由は、①制度に関するもの、②事業所に

関するもの、③本人に関するもの、④それらの組み合わせに関するものに分けられた。今後、当

事者家族会を対象に追加調査および利用困難事例の多いサービスについては事業所にヒアリング

を行い、サービス別・内容別に課題を整理し、高次脳機能障害の障害特性に応じた支援マニュア

ルを作成する。 
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